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知的機構研究室（理工学部桂井研） 2

知的創造活動の分析・支援
～画像・テキストコンテンツ、コミュニケーション履歴～

3

教員1名 事務補佐員1名
大学院生12名 学部生8名
※2024年度データ

情報検索や推薦への応用を見据え、企業が所有するデータを分析

例：ウェブサービス関連企業

購買履歴データ閲覧・いいねデータ

u高評価コンテンツの特徴分析
u類似ユーザの発見 など
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教員1名 事務補佐員1名
大学院生12名 学部生8名
※2024年度データ

高度な知的創造活動である学術研究の分析については
公的予算を継続的に獲得

2017年度～2022年度 科研費 若手研究（B）
2018年度～2019年度 JST ACT-I 
2019年度～2021年度 JST ACT-X
2020年度～2024年度 科研費 基盤研究（B）
2025年度～2028年度 科研費 基盤研究（B）

本講演では上記公的予算の成果によるビジネス応用の可能性を提案します

• 自然科学、計算科学、社会科学の知見や理論を融合させた学際的な新興分野

• 論文、特許、科研費など大規模な学術データに基づく学術研究活動の分析
…研究者の能力向上、科学全体を高めるシステムや政策の開発に生かす

• 分析したい内容にあわせて情報源を選定

Science of Science ～科学の科学～ 5



• 自然科学、計算科学、社会科学の知見や理論を融合させた学際的な新興分野

• 論文、特許、科研費など大規模な学術データに基づく学術研究活動の分析
…研究者の能力向上、科学全体を高めるシステムや政策の開発に生かす

• 分析したい内容にあわせて情報源を選定

Science of Science ～科学の科学～ 6

u ある分野の研究動向を知りたい
u あるテーマに関連する有力研究者を知りたい
u 他の組織と比べた自組織の強みを知りたい

など

学術データベースが
よく用いられる

7STEP1 情報源とする学術データベースを選択

https://cir.nii.ac.jp/

日本語論文の例： 科研費： 英語論文の例：

https://kaken.nii.ac.jp/ https://www.scopus.com/

STEP2 分析対象データを抽出

STEP3 分析手法を適用

STEP4 結果を可視化

8STEP1 情報源とする学術データベースを選択

https://cir.nii.ac.jp/

日本語論文の例： 科研費： 英語論文の例：

https://kaken.nii.ac.jp/ https://www.scopus.com/

STEP2 分析対象データを抽出

STEP3 分析手法を適用

STEP4 結果を可視化

ある分野の国際的な研究トレンドを分析する場合

学会誌名をいくつか選択し、
以下の情報を大量に収集

・論文タイトル ・キーワード ・抄録

9STEP1 情報源とする学術データベースを選択

https://cir.nii.ac.jp/

日本語論文の例： 科研費： 英語論文の例：

https://kaken.nii.ac.jp/ https://www.scopus.com/

STEP2 分析対象データを抽出

STEP3 分析手法を適用

STEP4 結果を可視化

テキスト処理 統計分析・機械学習など

10STEP1 情報源とする学術データベースを選択

https://cir.nii.ac.jp/

日本語論文の例： 科研費： 英語論文の例：

https://kaken.nii.ac.jp/ https://www.scopus.com/

STEP2 分析対象データを抽出

STEP3 分析手法を適用

STEP4 結果を可視化

情報検索インタフェースなどを構築、
非専門家でも解釈しやすい形で提示

嘉本＆桂井，JSAI2025より抜粋

11現状の問題点と、当研究室の強み
既存の学術データベースは全ての研究成果を網羅しているとはいえない

収録論文誌を厳選
（国際会議は抜けが多い）

著者の所属情報や
抄録の抜けが多い

例えば…

そこで当研究室では、ウェブ上の論文PDFからの情報抽出に着手
…既存のデータベースにない情報の分析・可視化を実現



論文PDFの要素 12

Marie Katsurai and Soohyung Joo, “Adoption of Data Mining Methods in the Discipline of Library and Information Science,” 
Journal of Library and Information Studies, vol. 19, no. 1, pp. 1‒17, June 2021.

論文誌名
タイトル
著者名

抄録
キーワード

本文
謝辞

参考文献
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論文誌名： Journal of Library and Information Studies
タイトル： Adoption of Data Mining Methods in the Discipline of Library and Information Science
著者名：Marie Katsurai and Soohyung Joo
キーワード：Library and Information Science; Text Mining; Vocabulary Construction;  ...
本文：1. Introduction  Library and Information Science (LIS) has been a distinct academic discipline ..

PDFから要素ごとにテキストを抽出することが重要

…
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日本語論文PDFからの情報抽出
～機械学習モデルの構築～

成果紹介①

既存の英語モデルを日本語論文PDFに適用すると要素認識に失敗してしまう

オープンな論文PDF解析器は英語モデルのみ 15

英語論文

学術情報推薦におけるグラフ構造の有効性検証
長尾浩良 1　桂井麻里衣 2

1同志社大学大学院理工学研究科　2同志社大学理工学部
{nagao21,katsurai}@mm.doshisha.ac.jp

概要
研究者への情報推薦は論文調査や関連研究者の探
索に有用である．個々の研究者の業績一覧が入手可
能な場合，そのコンテンツ情報を各人の専門興味の
モデル化に用いることができる．一方，共著者情報
が適切に整備されている場合，研究者や論文をノー
ドとしたグラフ構造に基づくモデル化手法を採用
できる．近年はこのようなグラフベース手法が注目
を集めているが，コンテンツ情報のみでのモデル化
手法と同一条件下で比較した例は未だ報告されて
いない．本論文では，学術情報推薦をグラフ内のリ
ンク予測問題とみなし，これら二種類の手法を比較
する．実験方法を情報推薦の観点から再設計した結
果，コンテンツベース手法がグラフベース手法より
高い性能を示した．また，リンク予測の観点での推
薦性能と推薦結果の意外性はトレードオフの関係に
あることが示唆された．
1 はじめに
インターネット上では膨大な量の学術情報が蓄積
されており，個々の研究興味に基づいて論文や関連
研究者を容易に取得可能なシステムが必要とされて
いる．初期の研究では，ユーザがキーワードを入力
し，所望の情報を自身で検索することを前提として
いた [1, 2]．近年は，論文テキストなどのコンテン
ツ情報から特徴量を抽出し，論文間の推薦 [3]や論
文に対する査読者の割り当て [4]などに活用した例
がある．また学術ドメインに限らず，ユーザとアイ
テムの関連性をモデリングし推薦に活用する研究は
これまで盛んに行われている [5, 6]．以降，このよ
うな手法をコンテンツベース手法と呼ぶ．
各論文の著者，所属機関，発表場所などの情報が
整備された学術データベースを利用できる場合，そ
れぞれの実体をノード，それらの関係をエッジで表
した異種混合グラフが構築できる．グラフニューラ
ルネットワーク（GNN）[7, 8]を用いると，コンテン

ツ情報をノードの初期特徴量とみなしたうえで，実
体間の関係を考慮して各ノードをモデリングできる
と考えられる．こうしたグラフベース手法を情報推
薦に導入する動きが近年活発化しており，一般には
異なるノード間のエッジの有無を予測する問題（以
降，リンク予測）として定式化される [9]．しかし，
従来研究は主にグラフベース手法に限定してリン
ク予測性能を検証しており，コンテンツベース手法
と比較した例は報告されていない．加えて，評価用
データはグラフ要素全体からのランダムサンプリン
グに基づいて作成されるため，性能評価指標に対す
る各ノードの寄与率がばらつく可能性がある．手法
の実応用を考えると，情報検索・推薦の文脈でよく
用いられてきた指標である，個々のノードのリンク
予測性能の平均を算出する方が望ましい．
そこで本研究では，(1)研究者ノード・論文ノー
ド間のエッジ有無と，(2)研究者ノード間のエッジ
有無という二種類のリンク予測を対象に，学術情報
推薦への応用に即した条件下でグラフベース手法と
コンテンツベース手法の性能を比較する．なお，(1)
の予測は論文推薦，査読者推薦，著者同定などに有
用であり，(2)の予測は共同研究者候補の探索など
が応用先に挙げられる．実験では，リンク予測性能
に加え，推薦結果の意外性・多様性を定量評価する．
2 データセット
リンク予測のためのデータセットとして，

SemOpenAlex-SemanticWeb（SOA-SW）[10]を用いる．
SOA-SWは大規模な学術知識グラフである SemOpe-
nAlex [11]のサブセットであり，次の二種類のノー
ドとその関係データが含まれる：(i)セマンティック
ウェブ分野の論文を少なくとも 1件持ち，合計 3～
200件の論文を持つ著者．(ii)これらの著者が持つ論
文のうち，アブストラクトがあり，発表年が 2005
年以降で，被引用数が 10件以上の論文．表 1，2に
ノード，エッジについての統計量をそれぞれ示す．

Workノードにはテキスト特徴量として，論文の

― 3322 ―

言語処理学会 第31回年次大会 発表論文集（2025年3月）

This work is licensed by the author(s) under CC BY 4.0
 (https://creativecommons.org/licenses/by/4.0/).

日本語論文

問題点

• 論文PDF解析器を日本語に対応させるための機械学習体制を確立

• 日本語論文PDFに対し、従来モデルよりも遥かに高い抽出性能を達成
• 論文PDFが公開される国内学会について、いちはやく発表内容を分析することが可能に

• 本成果は言語処理学会第31回年次大会（NLP2025）で発表
• 「日本語論文に特化したPDF文書解析器の構築と性能評価」（嘉本，梅澤，長尾，桂井）

当研究室での取り組み 16

機械学習用データ
構築チーム

<front>学術情報推薦における</front>
<front>概要</front>
<front>研究者への</front>
<body>1 はじめに </body>
<body>インターネット上では</body>
<page>- 3322 -</page>

人手で注釈を付与 データベース化 モデル訓練

当研究室で蓄積したノウハウを利用

• 組織に蓄積されている大量のPDFファイル…データベース化のコストが問題
• 機械的にテキストを抽出できると様々な分析に役立つ

本研究成果のビジネス面での応用可能性 17

PDF

文書作成者

・これまでの仕事内容
・保有スキル

などの特徴を機械的に表現

社員間の関連性算出へ

スキル面で類似

同部署経験経歴類似

PDF

PDF

PDF
テキスト抽出

企画書、報告書
仕様書など

分析手順（後述の成果③も応用）



18

研究トレンド分析
～人工知能（AI）分野の産学連携状況を解明～

成果紹介②

• 組織間の協力関係を知ることは戦略上重要
• 昨今競争の激しいAI分野では民間企業の研究が台頭

分析の背景 19

AI分野では国際的にどのような産学連携が行われているか？問い

利益にとらわれない研究
学生や教員との自由な連携

大学 企業

データや計算機が豊富
アカデミアでできない
実験が可能

国際会議論文PDFから著者情報を抽出…動向調査へ

分析フレームワーク 20

国際会議論文PDF
（AAAI、IJCAI）
2010～2023年分

PDF PDF PDF 論文PDF解析器 著者所属テキスト抽出

表記揺れの解消

分析処理

大学 or 企業の自動判定

• 産学連携論文を多く発表している組織はどこか？
→論文数トップ10の機関を表示

• どのような連携関係が強力となっているか？
→組織間の共著関係をネットワークとして可視化

論文著者の所属として
大学・企業の両方が
含まれるものを
産学連携論文とみなす

例）EECS, University of California, 
Berkeley, California, US

抽出した産学連携論文に基づき、以下に着目して分析を実施

• 20,549本の論文分析結果
• 上位9位までが中国の大学

産学連携論文数トップ10（アカデミア） 21

大学名 論文数
1 浙江大学 321
2 清華大学 303
3 北京大学 265
4 中国科学技術大学 234
5 中国科学院大学 207
6 上海交通大学 179
7 南洋理工大学 143
8 中国科学院 126
9 北京航空航天大学 124
10 Carnegie Mellon University 119

データ出典：Investigating Industry‒Academia Collaboration in Artificial Intelligence: PDF-Based 
Bibliometric Analysis from Leading Conferences（Yamauchi & Katsurai、ICADL2024）

• ビッグテックが多くランクイン
• やはり中国の企業が目立つ

産学連携論文数トップ10（企業） 22

企業名 論文数
1 Microsoft Research Asia (MSRA) 612
2 Alibaba Group 544
3 Microsoft Research/ Microsoft 407
4 Tencent 203
5 Meta 98
6 Huawei Technologies 57
7 Google 57
8 Baidu 44
9 Jingdong 39
10 Amazon 21

データ出典：Investigating Industry‒Academia Collaboration in Artificial Intelligence: PDF-Based 
Bibliometric Analysis from Leading Conferences（Yamauchi & Katsurai、ICADL2024）

• 共著論文数が6本以上ある関係を可視化

組織間の共著ネットワーク 23

データ出典：Investigating Industry‒Academia Collaboration in Artificial Intelligence: PDF-Based 
Bibliometric Analysis from Leading Conferences（Yamauchi & Katsurai、ICADL2024）



• 中国の組織間で活発に産学連携論文を発表していることがわかる

組織間の共著ネットワーク 24

データ出典：Investigating Industry‒Academia Collaboration in Artificial Intelligence: PDF-Based 
Bibliometric Analysis from Leading Conferences（Yamauchi & Katsurai、ICADL2024）

• AI分野の有名国際会議では中国の産学連携に勢いがあることを示した
• これらの成果は国際会議ICADL2024フルペーパーで発表

• Investigating Industry‒Academia Collaboration in Artificial Intelligence: PDF-Based 
Bibliometric Analysis from Leading Conferences（Yamauchi & Katsurai）

• 本研究と同様の分析をAI分野以外でも行うことは政策的にも重要と考えられる

まとめと成果③への接続 25

日本国内の産学連携を活発化させるにはどうしたらよいか？

→ 国内研究者の情報整備＋分野横断的に研究者を発見する仕組みづくりへ
（成果③）
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研究者の専門内容解析
～研究者検索・推薦への応用～

成果紹介③

• 膨大な学術情報から分野の専門家を見つけるにはキーワード検索が必要
• 検索対象を明確に言語化しなければならない
• ある程度知識がなければキーワードの選定が困難

学術情報システムによる研究者検索 27

• キーワード検索によって分野の有名研究者にたどりつけたとしても…
28

すでに多数のプロジェクトに関係しており
共同研究を打診しにくい可能性があるデータマイニング

• 研究者Aと専門が近いにも関わらず、そのキーワードを普段使っていない研究者
は検索結果に表示されないという問題もある

研究者A

データマイニング

研究者A 研究者B 研究者C
データマイニング 知識抽出 テキストマイニング

キーワード検索で
引っかからない

共同研究機会の損失

• 従来のキーワード検索への付加的機能として、関連研究者の発見技術を開発
• 国内研究者の研究業績を言語モデルに入力、計算機上で専門性を特徴表現
• 専門特徴の近さを計測し、類似している研究者を提示

当研究室での取り組み 29

データマイニング

研究者A
データマイニング

研究業績リスト

特徴表現

言語モデルで解析

テキスト抽出

出力を集約

各研究者の専門性を
数値の羅列で表現

研究者間の関連度算出

研究者B

研究者C

知識抽出

テキストマイニング

数値が似ている

数値が似ている



• これらの成果は国際会議SDP2024と国内学会NLP2025で発表
• Researcher Representations Based on Aggregating Embeddings of Publication 
Titles: A Case Study in a Japanese Academic Database（Nagao & Katsurai）

• 「学術情報推薦におけるグラフ構造の有効性検証」（長尾、桂井）

30
• 最近は業績情報のみならず、所属、発表場所（コミュニティ）など、
多様な情報も一緒に埋め込む方法を構築中
• 下図のようなグラフ情報を整備する方法も並行して開発

研究者Aこの大学に所属
この論文を発表

この学会で発表

同僚
共著者

他に採択された
論文

研究者Aがどんな人かを
様々な情報からモデル化

研究者検索インタフェースの開発 31

A Novel Researcher Search System Based on Research Content Similarity and Geographic Information 
(Takahashi, Tango, Chikazawa, & Katsurai, ICADL2020) 

まとめ 32

• 本講演では学術データの大規模分析に関する最新の成果を3つ紹介
• 情報抽出、トレンド分析、パートナー探索技術

• これらの成果で培った知見はビジネス面への応用が見込める
• 社内PDFのデータベース化、社員のスキルモデリング、関連性提示
• 任意の研究分野の共同研究関係を可視化→研究企画戦略に生かす

• 様々な種類のウェブデータでの研究経験を生かした技術開発
• 具体的な研究トピックは研究室ウェブサイトをご覧ください

33

メールアドレス
katsurai@mm.doshisha.ac.jp

今回ご紹介した学術データ分析に限らず、創造・嗜好データの利活用のあり方を
幅広く研究しています。新たなコラボレーション機会を楽しみにしております！

研究室ウェブサイト
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• 学術情報分析、メディア研究、各種AIの開発に係る教員で構成しています。
• 2025年春から本格始動予定です。センター宛のご依頼もお待ちしています！

2025年3月時点の構成員
理工学部 准教授 桂井 麻里衣（センター長）
社会学部 准教授 阿部 康人（副センター長）
理工学部 准教授 木村 共孝
文化情報学部 准教授 飯尾 尊優
文化情報学部 助教 阿部 真人
文化情報学部 准教授 中西 義典
免許資格課程センター 教授 佐藤 翔
免許資格課程センター 助教 山口 洋介
ハリス理化学研究所 助教 桝 太一
生命医科学部 教授 野口 範子
研究開発推進機構 嘱託研究員 下原 勝憲

主に30～40代の研究者で構成
ウェブサイトは5月頃公開予定


